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新緑の季節もそろそろおしまい。

毎朝ベランダからながめる森の緑も、日に日にぐんぐん深くなって、庭の木漏れ日のまぶしさも

、本格的な夏の予感。

すがすがきらきらの薫風、短いうつくしい初夏。

ぐずぐずしてたら、梅雨が来てしまう、さあお出かけしなくっちゃ！

五月の日曜日、あみねこたち、それっとばかりに、近所の森へ繰り出します。
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木々の木漏れ日の中をゆく、こんな小道の向こう側には、いつでも何か特別な不思議が待ってい

るような気がします。

武蔵野の面影を残した雑木林に、しんしんと滴るような、緑と光。

見上げれば、世界は、鳥の声、緑と金、空の青のきらきらばかり。



 
足元には、可愛いヘビイチゴ。
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空高く鳥の声、そよ風木漏れ日のこの日曜日ワンダフルワールド。

ご町内の老人会の方々は太極拳、ボーイスカウトの子供らはロープ使った木登り練習。

五月とは、なんて清々とうるわしいのだ。我らも何か有意義に過ごさねばならぬかのう。

 
むにゃあ、このベンチはお日さまでぽかぽかだよ、木は風にさわさわ、鳩は、ぽっぽー、ぽぽー

、ヤマガラはツーピーツピツピ、ひたすらリフレイン。（ボクはお昼寝が一番いいと思うん

だな。）
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とりあえずは、お弁当！

お料理上手の友達がおべんとう持ってきてくれたんだ。

緑の中のピクニックは、何もかもおいしい。

 
ううむ、庭の蕗で拵えた、手作りのきゃらぶきとな！

実に見事な腕前であることよ。

 
お洒落で上品、生春巻き。特製ソースつけて、野菜もいっぱいね。
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ひとやすみしたら、遊ぼうよ。

  
まぶしいなあ…

…あっ。

下、見てごらん。

 
ワー、ボクの影だ！おもしろーい。



 
ううむ、これが影というものか。

我らが地面に映っているな。
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せっかくだから、木の名前なんて勉強してみようか。

 
センダンっていうんだって。

ふ〜ん。

 
こいつはな、サワフタギっていうんだぜ。



…兄ちゃん、さっきこっそり裏見てたろ。

 
知らにゃいヨ〜、ぐう。
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この空のはろばろが、オレの心を掃き清めるぜ。

 
スイカズラだ！いい匂いだねえ。香水みたい。



 
青い実がなってるよ。食べられるのかな。

…ボクまた眠くなってきちゃったな。

ウトウト、…コロリ。

ハッ！

 
え、何、空？もみじ？

…あ、アオ兄ちゃん！



 
コラ、お前、寝ぼけて落っこちちゃったんだぞ、大丈夫か。

そろそろみんなで帰ろう。家におやつがあるからな。

ウン。

 
いい日曜日だったね、楽しかったね。



奥付

あみねこの日々　新緑ピクニック

http://p.booklog.jp/book/51194

著者 : yamamomon
著者プロフィール：http://p.booklog.jp/users/yamamomon/profile

※あみねこの著作権は、ねこやまさんにあります。

この写真絵本は、ねこやまさんの許可を得てyamamomonが制作、発表しているものです。 

感想はこちらのコメントへ

http://p.booklog.jp/book/51194

ブクログ本棚へ入れる

http://booklog.jp/item/3/51194

電子書籍プラットフォーム : ブクログのパブー（http://p.booklog.jp/）
運営会社：株式会社paperboy&co.

http://p.booklog.jp/book/51194
http://p.booklog.jp/users/yamamomon/profile
http://p.booklog.jp/book/51194
http://booklog.jp/item/3/51194
http://p.booklog.jp/

